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平
成
三
十
年
度
　
　
　

　
　
法
人
会
と
区
民
の
集
い
が
開
催
さ
れ
る

日
　
時
　･･･

十
月
二
十
二
日

場
　
所
　･･･

か
つ
し
か
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ホ
ー
ル

第
一
部

　

葛
飾
税
務
署
宮
下
佳
久
法
人
第
一
上
席
調
査
官
に

よ
る
税
務
研
修
が
。

図
解
を
用
い
て
、
軽

減
税
率
導
入
に
当

た
っ
て
の
注
意
点
を

わ
か
り
や
す
く
説
明

し
た
。

第
二
部

　

雅
轟
太
鼓　

観
客
の
全
身
に
響
く
太
鼓
の
連
打
と

迫
力
あ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
本
集
い
は
始
ま
っ
た
。

　

ア
ウ
ラ　

五
人
の
女
性
グ
ル
ー
プ
が
ア
カ
ペ
ラ
で

披
露
す
る
自
身
編
曲
の
日
本
民
謡
、ユ
ー
レ
イ
ズ
ミ
ー

ア
ッ
プ
に
皆
う
っ
と
り
。

　

渋
谷
イ
ン
デ
ィ
オ
ス　

南
米
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
。　
　

　

十
月
二
十
二
日
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

ホ
ー
ル
に
て
「
法
人
会
と
区
民
の
集

い
」
が
多
数
の
観
客
を
集
め
て
開
催

さ
れ
た
。

　

午
後
五
時
開
演
、
司
会
は
大
畑
副

会
長
、
開
会
の
辞
は
増
田
副
会
長
、
片
岡
葛
飾
法
人

会
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
青
木
葛
飾
区
長
も
お

祝
い
に
駆
け
付
け
て
法
人
会
の
さ
ら
な
る
発
展
と
活

動
に
期
待
を
寄
せ
た
。
そ
の
後
、
地
域
事
業
部
別
に
、

支
部
長
、
各

委
員
長
の
紹

介
。

演
者
聴
衆
一
体
と
な
っ
た
。

　

貴
津
章　

お
馴
染
み
の
歌

声
、
サ
ー
ビ
ス
精
神
で
フ
ァ
ン

も
の
り
の
り
。

　

閉
会
の
あ
い
さ
つ
は
中
村
副

会
長
。
楽
し
い
集
い
は
盛
況
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

　

最
後
に
恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
。
片
岡
会
長
、

堀
切
女
性
部
会
長
が
抽
選
を
し
た
。
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八
月
三
十
日
　
講
師
：
東
京
大
学
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
　
三
浦
　
瑠
麗
氏

　
第
二
十
一
回
政
治
経
済
講
演
会
を
開
催

　
　「
日
本
の
安
全
保
障
論
議
を
問
い
直
す
」

於 

か
つ
し
か
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ・モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ホ
ー
ル

　

当
法
人
会
、
毎
年
恒
例
の
本
部
行
事
で
あ
る
第
二
十
一
回
政
治
経
済
講
演
会
が
八
月
三
十
日
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

ホ
ー
ル
に
て
午
後
六
時
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

　

本
会
の
増
田
副
会
長
が
司
会
を
務
め
、
ま
ず
、
片
岡
会
長
よ
り
開
会
の
あ
い
さ
つ
が
。

　

講
師
の
三
浦
氏
は
総
理
の
私
的
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
今
後
の
防
衛
大
綱
、
中
長
期
の

日
本
の
防
衛
力
、
安
全
保
障
政
策
に
対
し
て
助
言
も
す
る
立
場
で
あ
る
。

　

講
演
は
、
朝
鮮
半
島
危
機
と
ト
ラ
ン
プ
政
権
、
シ
ビ
リ
ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
め
ぐ
る
歴
史
、
憲
法
改
正
に
お

け
る
様
々
な
課
題
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
試
案
を
骨
子
と
し
て
進
行
さ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
変
化
に
対
応
し
て

　

ま
ず
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
中
長
期
的
な
方
向
は
、「
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
の
平
和
」
路
線
で
あ
る
と
し
、
こ
れ

は
「
介
入
し
な
い
ア
メ
リ
カ
」「
西
側
優
遇
の
終
わ
り
」
を
意
味
す
る
。
こ
う

し
た
中
で
日
本
は
、
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
対
応
し
、
脅
威
は
何
か
を
再

検
討
、
同
盟
の
信
頼
性
を
高
め
る
自
国
能
力
の
分
析
を
し
な
が
ら
、
憲
法
の

平
和
主
義
を
現
実
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
外
交
を
通
じ
た
「
新
た
な

安
定
」
を
目
指
す
べ
き
だ
と
し
た
。

憲
法
改
正
に
向
け
て
の
様
々
な
課
題

　

現
在
の
日
本
に
は
、
重
要
な
軍
事
的
決
定
に
事
実
上
国
会
の
関
与
が
な
い

と
言
え
、
シ
ビ
リ
ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
存
在
し
て
い
な
い
と
し
、
行
政
、

国
会
に
よ
る
自
衛
隊
に
対
す
る
シ
ビ
リ
ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
整
備
強
化（
健

全
な
政
軍
関
係
）
を
訴
え
た
。

　

憲
法
論
議
に
先
立
っ
て
は
、
講
師
の
試
案
と
し
て
、
ま
ず
憲
法
事
項
、
法

律
事
項
、
慣
習
の
峻
別
の
必
要
を
指
摘
し
、
憲
法
九
条
の
政
治
的
、
政
策
的

意
義
か
ら
逃
げ
ず
に
新
た
な
落
と
し
ど
こ
ろ
を
求
め
て
講
演
を
終
え
た
。

　

最
後
に
中
村
副
会
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
講
演
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

美しい和声が会場にこだま

貴津章　安定の歌唱

入魂の和太鼓パフォーマンス

南米アンデスの調べとリズム

参
加
賞
は
、
ミ
ク
ニ
化
学

工
業
㈱
・
ア
ク
ト
シ
ー
ル

㈱
・
佐
藤
化
成
㈱
に
協
賛

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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葛
飾
税
務
署
定
期
異
動
の
お
知
ら
せ

　

公
益
社
団
法
人
葛
飾
法
人
会
の
皆
様
方
に
は

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
片
岡
会
長
を
は
じ
め
役
員
並
び
に
会
員
の

皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
税
務
行
政
の
円
滑
な

運
営
に
つ
き
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
本
年
七
月
の
人
事
異
動
で
、
東
京
国

税
局
徴
収
部
よ
り
転
任
し
て
参
り
ま
し
た
渡
邊

で
ご
ざ
い
ま
す
。
葛
飾
税
務
署
に
お
け
る
勤
務

は
初
め
て
で
あ
り
ま
す
が
、
前
任
の
三
枝
同
様
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
公
益
社
団
法
人

と
し
て
地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
税
務
実
務
講
座
や
地
域
事

業
部
研
修
会
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
研
修
会
の

開
催
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
税
知
識
の

普
及
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に

敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
来
年
十
月
一
日
か
ら
、
消
費
税
率
引

上
げ
と
同
時
に
、
軽
減
税
率
制
度
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
の
軽
減
税
率
制
度
は
、
免
税
事
業
者

を
含
む
多
数
の
事
業
者
の
方
々
に
と
っ
て
、
商

品
管
理
や
区
分
経
理
等
の
た
め
の
準
備
が
必
要

と
な
る
も
の
で
す
。
ま
だ
あ
ま
り
実
感
が
湧

か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
事
業
者
の
皆
様

方
に
は
、
事
前
準
備
や
レ
ジ
な
ど
の
シ
ス
テ
ム

改
修
な
ど
が
必
要
と
な
る
場
合
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
署
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
、
軽
減
税

率
制
度
の
説
明
会
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、

国
税
庁
の
Ｈ
Ｐ
を
通
じ
て
皆
様
に
お
知
ら
せ
し

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
も
ご
自
身
の
準
備
を
進

め
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
準
備
が
円
滑
に
進
む
よ

う
、
制
度
の
広
報
・
周
知
な
ど
に
ご
協
力
を
頂

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
、
公
益
社
団
法
人
葛
飾
法
人

会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
企
業
の
ご
繁
栄
並

び
に
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

　

公
益
社
団
法
人
葛
飾
法
人
会
の
皆
様
方
に
は

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
国
税

庁
か
ら
転
任
し
て
参
り
ま
し
た
石
澤
で
ご
ざ
い

ま
す
。
前
任
の
三
原
同
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

葛
飾
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、
正
し
い
税
知

識
の
普
及
や
納
税
意
識
の
高
揚
の
た
め
の
啓
発

活
動
を
は
じ
め
、
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
の
開
催
な
ど
、
幅
広
い
事
業
を
積
極
的

に
展
開
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
、
片
岡
会
長
を
は
じ
め
役
員
並
び
に

会
員
の
皆
様
方
の
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
り
深
く

敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
税
務
行
政
に
対
し

ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
国
税
庁
で
は
、
こ
れ
ま
で
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
や
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
利
便

性
の
高
い
申
告
・
納
付
手
段
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
来
年
一
月
か
ら
、
従
来
か
ら
行
っ

て
お
り
ま
す
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
確
定
申

告
の
利
用
手
続
き
が
よ
り
便
利
に
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
ま
だ
お
持
ち
で
な
い

方
で
あ
っ
て
も
、
最
寄
り
の
税
務
署
で
職
員
と

の
対
面
に
よ
る
本
人
確
認
を
行
っ
た
後
に
発
行

さ
れ
る
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
利
用
し
て
国
税

庁
の
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
で
確
定
申

告
書
を
作
成
し
て
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
の
皆
様
方
か
ら
、
確
定

申
告
期
に
税
務
署
等
へ
直
接
足
を
運
ば
れ
た

り
、
申
告
書
を
郵
送
さ
れ
て
い
る
従
業
員
様
等

へ
、
ご
案
内
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
、
公
益
社
団
法
人
葛
飾
法
人
会

の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
並

び
に
事
業
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

署　長

渡
わた

 邊
なべ

　　 曻
のぼる

副 署 長

石
いし

 澤
ざわ

　勇
ゆう

 司
じ

着
任
の
ご
挨
拶

着
任
の
ご
挨
拶

新
署
長
に
渡
邊
氏
、

　
三
枝
署
長
は
ご
勇
退
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法人会関係署幹部のご紹介法人会関係署幹部のご紹介法人会関係署幹部のご紹介

葛飾税務署 新名簿（平成30年人事異動） 《平成30年7月10日現在》

役　職　名
平成30事務年度

役　職　名
平成30事務年度

氏　　名 異　動　元 氏　　名 異　動　元
署 長 渡 邊　　 曻 東京局・特別整理第一課・課長 法人第４統括官 高 橋　　 敦 新宿・特別調査情報官

副　署　長（総） 但 馬　光 一 （留任） 法人第５統括官 白 倉　利 洋 （留任）

副　署　長（法） 石 澤　勇 司 国税庁・参事官・主任分析官 法人第６統括官 市 橋　直 彦 （留任）

特別国税調査官（法） 吉 澤　　 郷 京橋・法人・指定特官 法人第７統括官 有 賀　三 洋 （留任）

総 務 課 長 佐 藤　浩 子 （留任） 審理専門官（法人） 望 月　 　一 板橋・法人審理専門官

法人第１統括官 眞 崎　祐 介 王子・法人１統括官 連絡調整官（法人） 杉 田　仁 志 東京上野・法人３上席

法人第２統括官 小 島　　 等 西新井・法人２統括官 法 人（審理上席） 宮 下　佳 久 千葉東・法人１審理上席

法人第３統括官 伊 藤　育 輝 （留任） 源 泉（審理上席） 関　    孝 浩 （留任）

総務課長

佐
さ

 藤
とう

　浩
ひろ

 子
こ

出 身 地　埼玉県
コメント　 大変お世話になっており

ます。２年目になりまし
た。引き続きよろしくお
願いいたします。

法人課税第２部門統括官

小
こ

 島
じま

　　 等
ひとし

出 身 地　埼玉県
コメント　 この度の定期異動で着任

いたしました。前任の鈴
木統括官同様によろしく
お願いいたします。

法人課税第１部門統括官

眞
ま

 崎
ざき

　祐
ゆう

 介
すけ

出 身 地　長崎県
コメント　 日々の御活動・取組に感

謝申し上げます。皆様と
の信頼・協力関係の更な
る発展に努めて参ります。

法人課税第１部門法人審理上席

宮
みや

 下
した

　佳
よし

 久
ひさ

出 身 地　千葉県
コメント　 研修会等を通じて皆様の

お役にたてるよう頑張っ
てまいります。よろしく
お願いいたします。

法人課税第２部門源泉審理上席

関
せき

 　　孝
たか

 浩
ひろ

出 身 地　東京都
コメント　 ２年目になりました。昨

年度に引き続き、源泉徴
収制度についてわかりや
すく説明していきます。
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十
月
十
一
日
（
木
）
に
第
三
十
五
回

法
人
会
全
国
大
会
が
「
と
り
ぎ
ん
文
化

会
館
」
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
会
か
ら
は
片
岡
会
長
は
じ
め
五
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
地
元
の
㈱
大
山
ど
り
・

代
表
取
締
役
の
島
原
道
範
氏
に
よ
る
「
大

山
ど
り
の
奇
跡
」
と
題
し
た
記
念
講
演

を
拝
聴
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
第
二
部
の
式
典
で
は
、
主

催
者
・
並
び
に
ご
来
賓
祝
辞
の
後
式
典

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
内
に
お

い
て
、
税
制
改
正
提
言
並
び
に
、
青
年

部
会
の
租
税
教
育
活
動
の
事
例
発
表
が

行
わ
れ
、
最
後
に
大
会
宣
言
に
て
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
三
十
一
年
度

　
　
　
　
　
税
制
改
正
ス
ロ
ー
ガ
ン
•

財
政
健
全
化
は
国
家
的
課
題
。

　
目
標
の
早
期
達
成
に
向
け
て
全
力
を
！

•

少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
は
不

　
可
避
。

　
社
会
構
造
変
化
に
対
応
し
た
社
会

　
保
障
制
度
の
確
立
を
！

•

中
小
企
業
向
け
税
制
措
置
を
拡
充

　
し
、
真
の
経
済
再
生
を
！

•

中
小
企
業
は
雇
用
の
担
い
手
。

　
事
業
承
継
税
制
の
改
革
は
地
方
活

　
性
化
の
た
め
に
も
重
要
！

  
第
三
十
五
回  

法
人
会
全
国
大
会

全
国
か
ら
約
一
六
〇
〇
人
が
参
加
し
た
鳥
取
大
会
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総務委員会　　　　　　　　　　　　 　     ９月４日

オープンボウリング大会

事業研修委員会　　　　　　　　 　    　 ９月21日

情報端末活用講座

第５・第６地域事業部　　　　　 　    　   10月7日

東立石緑地公園で中川に親しむ集い2018

女性部会　　　　　　　　　　　 　     　9月13日

日帰りバス研修旅行

厚生委員会　　　　　　　　　     　　　  ９月18日

第１回健康セミナー

組織委員会　　　 　　　　　     　　　   ９月26日

会員増強推進会議

総務委員会　　　　　　　　  　             11月1日

オープンゴルフ大会

立石支部　　　　　　　　　     　　　    10月3日

立石支部研修ツアー

片岡会長、増田大会実行委員長、青木区長による始球式で第１回大
会が幕を開けました。参加人数144名と盛況な大会となり、皆さん
日頃の腕前を存分に発揮されていました。大会後の懇親会では各賞
の授賞式が行われ、歓喜に溢れ大変な盛り上がりとなりました。

『販路拡大と生産性アップをもたらす中小企業のIT活用・WEB活用』
と題して、9月21日（金）に講師に竹内幸次氏を招き、開講しました。
出席者10名、講師の分かり易く楽しい解説に夢中になって講義を受
けていました。

今年で第６回目を迎えた「中川に親しむ集い」は好天にも恵まれ、約３，
０００名の来場者で緑地公園が人で溢れました。スタッフも法人会会
員の他に、葛飾警察署、本田消防署、本田消防団、本田消防少年団、
ボーイスカウト、葛飾の川をきれいにする会等総勢３６０名余の大所
帯で来場者に様々なメニューを提供しました。

参加者32名で日帰りバス研修旅行が行われました。始めにバスの
中で、恒例の税務研修税金クイズを行い、あっという間にキリンビー
ル横浜工場見学。その後、東京湾に浮かぶ貴重な歴史遺産無人島「猿
島」見学です。会員の皆さまとの懇親も深まり有意義な一日となり
ました。

２回目の登場となる己抄呼先生の「10の顔を持つ健康エクササイ
ズ」が定例理事会後開催された。47名の参加者全員身体を動かし、
帰る頃にはすっかりリフレッシュした顔つきになっていました。

テクノプラザかつしかにおいて会員増強推進会議が開催され、本年
も近藤委員長のコーディネートで、山田顧問・岡部厚生委員長・保
険３社の代表者がパネリストとなり活発なパネルディスカッションが行
われました。

例年支部対抗チャリティーゴルフとして開催していましたが、本年は
オープンゴルフ大会として開催しました。参加者84名で行われ。ス
クラッチ優勝者は宇田川義幸氏、新ぺリアでの優勝者は南一幸氏で
両名にはトロフィーが授与されました。

３７名のご参加ありがとうございました。京浜伏見稲荷で、たくさん
のキツネさんとご挨拶。キリンビール工場では、出来たてビール。
中華街で食事＆中国変面ショー。横須賀軍港巡りでは、眼の前に潜
水艦や巡洋艦。研修あり。楽しい一日でした。ありがとうございまし
た。
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広
報
委
員
長

細
　
谷
　
政
　
男

　

自
分
自
身
、
生
来
の
楽
観
主
義
を
自
認
し
て
お
り
ま

す
。
自
信
の
欠
如
な
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
！
な
る
よ
う
に

な
る
「
ケ
・
セ
ラ
・
セ
ラ
」。
地
域
や
街
や
社
会
に
大
変

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
事
に
感
謝
の
気
持
ち

は
、
い
っ
ぱ
い
な
ん
で
す
が
、
こ
れ
ま
た
不
精
の
為
せ
る

業
で
、
充
分
な
表
現
が
出
来
な
い
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
性

格
な
の
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
こ
の
極
小
な
心
臓
を
し
み

じ
み
感
じ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

島
津
亜
矢
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
か
つ
し
か
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ
で
観
覧
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
葛

飾
法
人
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト 

法
人
会
と
区
民
の
集
い
に

参
加
さ
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

フ
ル
ー
ト
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
銀
座
ヤ
マ
ハ
ホ
ー
ル
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

東
長
崎
の
て
あ
と
る
ら
ぼ
う
で
の
「
女
た
ち
の
乱
歩
・

黒
蜥
蝪
」
映
画
と
舞
台
を
観
劇
し
て
き
ま
し
た
。

　

亀
有
リ
リ
オ
ホ
ー
ル
で
の
ひ
な
た
号
の
冒
険 

フ
ァ
ミ

リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
流
さ
れ
る
ド
ラ
マ
に
感
じ
ら
れ

る
編
集
技
術
の
向
上
に
は
目
を
見
張
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
生
の
ラ
イ
ブ
感
で
汗
と
吐
息
と
全
身

か
ら
吹
き
こ
ぼ
れ
る
役
に
対
す
る
没
入
感
は
、
ラ
イ
ブ
で

し
か
感
じ
ら
れ
な
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
場
の
大
き
さ
、
観
客
の
多
少
に
は
関
係
な
い
も
の
な

の
で
し
ょ
う
。

　

い
つ
で
も
感
動
を
共
有
で
き
る
こ
と
、
失
敗
の
許
さ
れ

な
い
や
り
直
し
の
出
来
な
い
極
限
状
態
に
、
私
は
涙
を
禁

じ
え
ま
せ
ん
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
私
の
楽
天
思
想
は
責
任
回
避
の

人
生
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ミ
ス
っ
た
事
も
数
多
く
ご
ざ
い
ま
し
た
、
知
識
と
教
養

の
無
さ
を
感
じ
た
折
に
は
、
笑
い
で
そ
の
場
凌
ぎ
の
行
動

を
と
っ
た
覚
え
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
は
完
全
な
人
間
は
い
な
い
ん
だ
、
チ
ョ
ッ
ピ

リ
不
完
全
な
程
愛
さ
れ
る
も
の
だ
と
、
優
し
く
温
か
く
自

分
を
可
愛
い
が
っ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

与
え
ら
れ
た
人
生
を
満
喫
す
る
こ
と
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い

な
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
が
輝
い
て
見
え
る

こ
と
、
サ
ン
セ
ッ
ト
が
明
日
へ
の
期
待
と
希
望
に
な
る
こ

と
。

　
「
ゆ
め
」
は
そ
ん
な
生
き
方
を
応
援
し
て
い
た
だ
く
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
生
の
生
き
様
の
中
で
、
す
れ

違
っ
た
人 

お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
方 

ふ
れ
あ
っ

た
友
人 

全
て
の
方
々
に 

私
の
「
ゆ
め
」
の
実
現
に
寄
与

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

有
難
う
感
謝

　

ま
だ
ま
だ
「
ゆ
め
」
の
ロ
ー
ド
は
続
い
て
ま
い
り
ま
す
。

私
の
ゆ
・
め    
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葛飾都税事務所からのお知らせ
TEL. 03-3697-7511
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葛飾区立石５-13-１　TEL. 03-5654-8550

葛飾区役所・税務課からのお知らせ



公益社団法人 葛飾法人会員

　2018 年も終わりが近づき、錦秋の時期。も

うすぐ師走です。

　「平成最後の」という言葉を何度も耳にした今

年ですが、平成最後の錦秋も、新しい年号の錦

秋も、葛飾の青空は変わらないでしょうね。

　東京理科大学のキャンパスに隣接して整備さ

れた「にいじゅく未来公園」、表紙の姉弟は秋の

散歩に来たようです。陽の傾きで季節を感じる

弟はなかなか早熟ですね。

イラスト：かつしかけいた

〜 力 〜
　この夏、秋田県の公立高校の活躍勝利の母校校歌
を全身で歌う姿、若い力に感動いたしました。また
自然の威力に驚かされました。夏の高温、北海道の
地震による全道停電、広島での台風被害、暴風によ
る都心の計画運休。「今まで経験した事のないよう
な」の言葉が何度も聞かされました。地球規模の歴
史の流れでは小さな力かもしれませが、居合わせた
人生も奇遇です。本葛飾法人会では楽しい講演会、
ボウリング大会、ゴルフ大会、地球温暖化対策報告
書、絵はがきコンクールや、各地域事業部のイベン
ト、政治経済講演会、法人会と区民の集い等を通じ
て何か法人会として使命力を感じております。来年
は元号が変わり消費税が１０% になります。変わる
力変わらない力。本年最終号でございます。

 （広報委員長　細谷政男）

編   集   後   記
◆ 説 明 会 の ご 案 内 ◆

決 算 法 人 説 明 会

開催日 時　間 場　所

１月18日（金） 13:30～16:00 葛飾法人会館

３月１日（金）
13:30～16:00 葛飾法人会館

　　 ６日（水）

４月３日（水） 13:30～16:00 葛飾法人会館

５月９日（木） 13:30～16:00 葛飾法人会館

６月４日（火） 13:30～16:00 葛飾法人会館

新 設 法 人 説 明 会

１月21日（月） 13:30～16:00 葛飾法人会館

４月11日（木） 13:30～16:00 葛飾法人会館

発　行　所　 公益社団法人  葛飾法人会
　　　　　　 葛飾区立石７丁目29番２号 TEL3693-3744 FAX3693-3906
                   URL http://www.katsuhou.net　E-mail：info@katsuhou.net
発　行　人　 片　岡　嘉　治　　　　編　集　人　 細　谷　政　男

かつしかの窓
Vol.374

平成30年11月25日発行

葛飾法人会員の方は法人税申請書別表一（一）の上部欄外の右上部分に
このシールを貼ってご提出ください。（OCR 用紙には貼らないでください。）

■ 表紙のイラストについて ■ 訃　　　報

　当会四つ木五支部長森屋
和浩様（㈱エムアンドティ
テクノ）は、10月16日に急
逝されました。享年57歳。
　故人におかれましては、

平成25年四つ木五支部長に就任され、現在
まで精力的に支部運営にご尽力されました。
事業研修委員としての活動も積極的に務め
られ、公益社団法人としての当会の事業推
進にご尽力されました。
　ここに謹んでご報告いたしますと共に、
生前の多大なるご尽力に対し深謝いたし、
哀悼の意を表するとともにご冥福をお祈り
申し上げます。
　なお、葬儀は10月23日に四ツ木斎場に於
いて執り行われ、多数の会葬者が列席され
ました。




